
山林の縁や川原に生える。茎は高さ1-2mになる。茎葉は鋸歯縁または羽状中裂し、しばしば鎌形となり、

基部は狭くなるが茎を抱く。花期は8-10月。頭花は多数、細い枝の先につく。総苞は幅6-8mmで、片は著

しく粘り、外片は短く、覆瓦状に内片に重なる。花冠は長さ17-18mm。

分布の東限。

－

C

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Cirsium  bitchuense  Nakai

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界 ○

○

■ 県内分布

上郡町、佐用町、朝来市、新温泉町

■ 国内分布

本州（兵庫県西部から中国山地）

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

キク科

兵庫県ランク…ビッチュウアザミ
環境省ランク… －


